研究会の名称及び活動計画に関する意見　　　

2003.09.５山口作成.

□「会の名称」について

　『エコ･シビルエンジニアリング研究会』（基礎的研究･学習分野）･･･ベース

　『任意団体 市民環境村塾』（環境教育的な活動分野）･･･環境啓発活動

　『NPO法人 』（法人としての実践活動分野）･･･受託･独自事業

 ▽「エコ･シビルエンジニアリング研究会」は、工学院大学専門学校土木科が廃止となったことから、“このまま解散するのはもったいない”、“土木技術のこれからは環境に配慮･再生、土木構造物の延命･再生の技術として貢献すべき”、“講師陣の知恵と技術を結集すれば社会貢献できる”、何よりも“環境に関する研究･学習を続けたい”といった思いから会を立上げ、会の名称を考え出したものである。これらを本会のベースとしてとらえていきたい。

 ▽「市民環境村塾」は、研究会の研究･学習の成果や会員の専門・関心分野を活かして、“市民への環境啓発”、“環境に関心をもつきっかけづくり”、“ともに活動する仲間づくり”を意図して、市民への公開講座等を実施する際の名称として考えたものである。この活動も基本事業としてとらえていきたい。

 ▽「NPO法人」は、この２つをベースとして“受託事業”、“独自事業”を実施するための適切な名称を考える。

□「会の活動計画」について

 ▽ NPO法人活動展開の中で、上記「エコ･シビルエンジニアリング研究会」、「市民環境村塾」の活動を明確に位置付けていく必要を感じる。

 ▽「樹木の成長に託す研究会の成長」で示したように、

“豊かな土壌とそこに根を張った根系部”が、「会員と基礎的な研究･学習」に相当し、

“根から樹冠に栄養分を運ぶ幹”が「会の組織」である。

そしてこれらがベースとなって

“太陽に向かって大きく枝葉広げ、成長を続ける樹冠部“が「環境教育事業や受託･独自事業の展開」になると考えたのである。

したがって、基本は会員の能力･資質をさらに高めつつ、社会貢献する事業の展開をはかることを目的としている。事業計画はこの視点で整理していく必要がある。

▽ これまでに上がっている構想を次により分類･整理すると分かり易くなる。Ａ：基礎的研究･学習分野　　　　　　　　◎：実践中･早期実践可能事業

　B：環境啓発･環境教育分野　　　　　　 　○：若干準備期間が必要な事業

　Ｃ：事業として実践する分野　　　　　　 △：当面構想として暖める事業

 ▽ これらの事業計画を実施に移していくためには、幅広く会員を募る必要があるが、次のようなジャンルを想定すると分かり易くなる。

　会員関心分野一覧（思いつくまま）
	自然環境･土木技術分野
	人間活動･社会環境系
	教育･法律･制度系

	　土木技術関連分野
	　エネルギー関連分野
	　環境教育関連分野

	　地球科学関連分野
	　バイオマス関連分野
	　法律関連分野

	　地球環境関連分野
	　水循環関連分野
	　制度関連分野

	　生態学関連分野
	　森林･里山関連分野
	  環境情報分野

	　大気･気象関連分野
	　大気汚染関連分野
	

	　地理学関連分野
	　水質汚染関連分野
	

	　ＧＩＳ関連分野
	　資源ﾘｻｲｸﾙ関連分野
	

	　地域防災分野
	　生活環境関連分野
	

	
	　間伐材利用関連分野
	

	　
	
	

	
	
	


　　　

PAGE  
1
研究会の名称と活動計画意見.doc

